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たSBDドーントレス急降下爆撃機16機が飛
来したが、半数の8機が撃墜されて戦果をあ
げることはなかった。続いて0750時、今度
はB17爆撃機16機による空襲が実施されるが
こちらも命中弾はなかった（このB17爆撃機
隊は0835時に再び日本艦隊の上空に接近し
爆撃を行っている）。そして0817時、ミッド
ウェー島から飛び立ったSB2Uヴィンディケ
ーター急降下爆撃機11機が来襲、この部隊
も半分の5機を失い戦果をあげることはなか
った。
　この間、0745時に南雲中将は30分前に出
した、地上基地攻撃用の装備への転換を中
止させ、さらに「利根」索敵機にアメリカ
艦隊の艦種を知らせるように命じている。
　0809時、「利根」索敵機よりアメリカ艦隊
には空母が存在しないことを知らされたが、
このあと0820時、敵艦隊の後方に空母1隻
（「ホーネット」だった）を伴っているという
報告を受ける。
　これを受けて第二航空戦隊の司令官、山
口多聞少将はこのまま陸上攻撃用爆弾搭載
のまま攻撃隊を発艦させるように意見具申
したが、南雲中将は燃料補給せねば零戦の
護衛がつけられないこと、ミッドウェー島
攻撃に向かった友永大尉の第一次攻撃隊を
まず収容せねば無傷の100機の搭載機を失う

こと、索敵機の報告ではアメリカ空母部隊
はまだ遠くにあること（実際には報告より
もアメリカ艦隊は近くにいた）の3点から、
まず第一次攻撃隊を収容し、第二次攻撃隊
の武装変更を完了したのちに、アメリカ空
母部隊に攻撃をかけることを決定した。
　0835時のB17爆撃機の爆撃でミッドウェー
島からの攻撃は一段落したため、南雲機動
部隊は第一次攻撃隊の収容を開始し、これ
には1時間ほどかかった。
　ほぼ同じ時刻の0830時、フレッチャー少
将の第17任務部隊の空母「ヨークタウン」か
らも攻撃隊が発艦していた。この攻撃隊は
F4Fワイルドキャット戦闘機6機、SBDドー
ントレス急降下爆撃機17機、TBDデバステ
ーダー雷撃機12機の35機からなっていた。
　0917時、南雲機動部隊は進路を東北東へ
と変針し、この結果、「ホーネット」の急降
下爆撃部隊35機は日本艦隊を発見すること
ができなくなり、母艦へと帰投せざるを得
なくなった。
　0923時、今度は「ホーネット」雷撃機隊
15機が接近、こちらは日本艦隊を発見し攻
撃に移ったが、上空援護についていた零戦
の攻撃を受けて全機撃墜された。
　続いて0924時、「エンタープライズ」の雷
撃機隊14機も南雲機動部隊を発見、空母「加

賀」に向けて攻撃を開始したが、魚雷は回避
されて命中弾はなかった。「エンタープライ
ズ」雷撃機隊も零戦の攻撃を受けて14機中、
10機が撃墜された。
　スプルーアンス少将が送り出した攻撃隊
の残りの1隊、「エンタープライズ」の急降下
爆撃隊は日本艦隊が発見できず、「ホーネッ
ト」急降下爆撃機隊と同じく帰投しようと
したが、洋上を航行する日本艦を発見、こ
れを追跡して日本艦隊にたどりついた。
　1015時、今度は空母「ヨークタウン」より
発艦した攻撃隊が南雲艦隊に襲いかかった。
「ヨークタウン」雷撃隊は戦闘機隊に援護さ
れていたが、零戦の攻撃を受けてTBDデバ
ステーダー雷撃機は戦果をあげることなく
ほぼ全滅している。アメリカ艦隊は3空母の
合計で雷撃機を41機送り出したが、そのう
ち38機が撃墜され、生き残ったのは3機のみ
だった。そして魚雷は1本も命中しなかった。
しかし雷撃機を迎撃するため、上空の零戦
部隊は低空に降りてきており、上空の警戒
がおろそかになっていた。
　このとき、アメリカの急降下爆撃機隊が
上空に現れた。1023時「エンタープライズ」
急降下爆撃機隊30機と「ヨークタウン」急
降下爆撃機隊17機は急降下を開始した。「エ
ンタープライズ」隊は5機が「赤城」に25機
が「加賀」に向かい、「ヨークタウン」隊17
機は蒼龍に襲いかかった。
　この攻撃は完全な奇襲となり日本艦隊は
まったく対応することができなかった。
　「蒼龍」に3発、「加賀」に4発、「赤城」に2発
が命中した。どの空母も第二次攻撃隊の発
艦準備中で格納庫には取り外された爆弾が
放置されていた。命中した爆弾により搭載
機や爆弾が次々と誘爆し炎上していく。
　「蒼龍」は状況がもっとも深刻で爆弾命中
からわずか20分で総員退去が命じられた。
「加賀」は艦橋近くの命中弾などにより指揮
官が全滅しており、消火活動に困難をきた
した。「加賀」は命中から6時間後に総員退去
が命じられた。「赤城」は3艦の中でもっとも
損傷が小さかったが、搭載していた爆弾な
どの誘爆が続いたため、翌日には雷撃処分
された。

■「飛龍」の反撃
　山口多聞少将の第二航空戦隊の「飛龍」は
損傷した3隻の空母の30海里北方を航行して
いたため、アメリカ空母の急降下爆撃を避
けることができた。
　山口少将はアメリカ航空隊の空襲の規模
から敵は2隻の空母からなるものと判断して
おり、2隻ならば残された「飛龍」でも立ち
向かうことができると考えた。1050時、山
口少将は独断で「飛龍」による反撃を命じた。

　1100時、まずは小林道雄大尉が率いる
九九艦爆18機、零戦6機からなる第一次攻撃
隊が送り出される。さらに第二撃を加える
べく第二次攻撃隊の準備を進めた。このこ
ろになると日本海軍が送り出した索敵機の
情報が入り始めアメリカ空母の位置も正確
にわかるようになってきた。索敵機の誘導
により空母「ヨークタウン」にたどりついた
艦爆隊は「ヨークタウン」の上空を守るF4F
ワイルドキャット戦闘機により艦爆10機ほ
かを失い、さらに対空砲火により艦爆3機を
失ったものの5機が爆弾投下に成功、そのう
ち3発が命中した。これにより「ヨークタウ
ン」は一時的に航行不能となった。一方、日
本の艦爆隊は九九艦爆15機、零戦3機を失っ
ており、さらに帰還機も損傷していたため、
帰還した第一次攻撃隊のうち、次の攻撃に
使用可能なのは九九艦爆2機、零戦1機だけ
となった。
　「ヨークタウン」に命中した3発の爆弾のう
ち、1発が煙突に飛び込み爆発したため一時
的に機関が停止したが、1時間後には缶が復
旧、1400時過ぎには19ノットで航行できる
ようになっていた。
　1330時、「飛龍」から第二次攻撃隊が発艦
を開始した。第二次攻撃隊は友永丈市大尉
が指揮をとり九七艦攻10機、零戦6機から
なっていた。このうち指揮官の友永大尉の
九七艦攻はミッドウェー島空襲の際の損傷
で燃料タンクが損傷しており半分の燃料し
か搭載していなかったとされている。
　索敵機の報告によりこのときまでにアメ
リカ空母は3隻存在することがようやく判明
した。
　1440時、アメリカ空母を発見した第二次
攻撃隊は攻撃を開始した。第二次攻撃隊が
発見した空母は大きな損傷を受けていない
ように見えたため、無傷の「エンタープラ
イズ」か「ホーネット」のどちらかと思われ
たが、実際には修理を終えて航行可能にな
ったばかりの「ヨークタウン」だった。
　友永大尉は艦攻を5機ずつ2隊にわけてア
メリカ空母を挟撃するように雷撃を開始し
た。友永大尉が率いる5機は上空援護の戦闘
機と対空火器により全滅したが、もう一方
の5機の艦攻は攻撃に成功し魚雷2本を「ヨ
ークタウン」に命中させた。魚雷の威力は大
きく、「ヨークタウン」は機関が損傷した結
果、再び航行不能となり、総員退去が命じ
られた。「飛龍」の第二次攻撃隊は艦攻5機、
戦闘機3機を失った。
　この2回の攻撃で山口少将は2隻の空母を
撃破したと判断したが、実際には同じ空母
を2回攻撃していたこととなる。
　「飛龍」に残された残存機は零戦6機、九九
艦爆5機、九七艦攻4機のみで第三次攻撃隊

を送り出すことをしたが、機数が少ないた
め、迎撃を受けにくい薄暮攻撃にすること
を決めた。この第三次攻撃隊は1800時出撃
とするための準備を進めていた。
　1640時、空母「エンタープライズ」より発
艦したSBDドーントレス急降下爆撃機24機
（「ヨークタウン」より退避してきた機体を含
む）は「飛龍」を発見した。上空で援護する
零戦は迎撃しようとしたが、阻止すること
はできなかった。
　1703時、「飛龍」は急降下爆撃にさらされ、
4発の命中弾を受ける。これにより大火災が
生じ「飛龍」の命運も尽きた。

　撃破された第一機動部隊の4隻の空母は翌
日にはすべて沈没した。他にミッドウェー
島砲撃のために攻略部隊から分離された栗
田健男少将率いる第七戦隊も、アメリカ空
母部隊の空襲を受け、重巡「三隈」が沈没、
重巡「最上」も損傷し、かろうじて戦場から
離脱することができた。
　損傷し総員退去が命じられたアメリカの
空母「ヨークタウン」は航行不能となり漂流
していたが、沈む気配がなかったため、真
珠湾に回航することとなった。駆逐艦など
が横付けされ復旧作業が開始されていたが、
これを発見した日本海軍の潜水艦伊168は6
月6日1331時、雷撃に成功、発射した4本の
魚雷のうち2本が「ヨークタウン」に命中し
とどめを刺した。また「ヨークタウン」に横
付けしていた駆逐艦「ハンマン」にも魚雷が
1本命中し、これもあわせて撃沈している。
「ヨークタウン」はその後も漂流を続けたが6
月7日0458時に沈没している。

　主力部隊を直率する山本五十六大将は6月
5日0255時にMI作戦の中止を決定、艦隊を帰
投させる命令を発した。

　「ヨークタウン」の沈没をもってミッドウ
ェー海戦は終わった。日本海軍は空母「赤城」
「加賀」「蒼龍」「飛龍」に加えて重巡「三隈」も

失った。日本艦隊は戦力の集中がなされず、
別々に行動していたため、相互に援護する
こともできず、主力部隊の戦艦やアリュー
シャン作戦に投入された空母は戦いになん
ら寄与しなかった。また油断も大きかった。
第一機動部隊は「ミッドウェー島近海にア
メリカ空母はいない」ということを前提で行
動しており、6月5日の戦闘ではこの思い込
みにより行動が後手後手にまわった。
　一方のアメリカ艦隊は限られた戦力を集
中運用しており、また暗号解読により日本
海軍の作戦を把握していた。
　両軍の損害を見てみると、日本海軍は4隻
の空母と1隻の重巡を失っており、アメリカ
海軍は空母1隻と駆逐艦1隻を失った。アメ
リカ海軍の勝利は明らかだが、搭載機やパ
イロットまで含めると少し様相は違ってく
る。日本海軍の4隻の空母に搭載された225
機、すべてを失っているが、搭乗員に関し
ては最後まで戦った「飛龍」は80名弱を失
っていたものの他の3空母は合計で60名弱を
失っただけだった。一方、アメリカ海軍は
失った空母こそ1隻だったがミッドウェー島
の飛行隊を含めると150機を喪失、搭乗員も
200名以上失った。搭乗員の数だけならば
アメリカ海軍のほうが大きな損害を被って
いた。とくにアメリカ海軍の雷撃機は基地
航空隊のTBFアヴェンジャー雷撃機6機と空
母部隊のTBDデバステーダー雷撃機41機が
出撃したがほぼ全滅した。雷撃機は鈍重で
速度が遅く、また魚雷投下時は真っ直ぐに
飛行する必要があるため攻撃を受けやすく、
日本海軍もこのあとの第二次ソロモン海戦、
南太平洋海戦で大損害を被っている。
　重要なのはアメリカ海軍がミッドウェー
海戦で失った搭乗員の補充が可能だったの
に対して、日本海軍のミッドウェー海戦で
搭乗員の多くを救出したにもかかわらず、
その後の海戦で短期間で消耗してしまった
ことにある。これにより開戦以来、アメリ
カ海軍を圧倒していた南雲機動部隊は戦争
の主導権を失っていくことになる。

第16任務部隊

第17任務部隊

第1機動部隊

ミッドウェー島

0923〜0924時
ホーネット、エンタープライズ雷撃隊による
空襲。TBDが29機のうち25機が撃墜される
（日本の損害なし）

1015時
ヨークタウン雷撃隊による空襲。
TBDが12機のうち10機が撃墜される
（生き残った2機も燃料切れで
不時着水したため全滅）
（日本の損害なし）

ホーネットの爆撃隊と戦闘機隊は
日本艦隊を発見できず半数が
ミッドウェー島に向かうが
燃料切れで多数を失う

1023時
エンタープライズ、ヨークタウン爆撃隊
による空襲。SBDが47機の攻撃により
赤城、加賀、蒼龍が被弾

6月4日1913時 蒼龍沈没
6月4日1925時 加賀沈没
6月5日0450時 赤城沈没

1942年6月4日
0830〜1030時までの両軍の動き

飛龍

第16任務部隊

第17任務部隊

1100時
小林道雄大尉率いる
第一次攻撃隊が発艦
（九九艦爆18機、零戦6機）

ヨークタウンの戦闘機隊
などによる迎撃で第一次
攻撃隊は艦爆15機、戦
闘機3機を失う

1330時
友永丈市大尉率いる
第二次攻撃隊が発艦
（九七艦攻10機、
零戦6機）

1730〜1815時
ミッドウェー島から飛び立った
B17により空襲を受ける
（すでに飛龍は炎上して沈没寸前だった）

1703時
エンタープライズより発艦した
SBDによる空襲で飛龍は4発の
命中弾を受け炎上

1445時
飛龍による2回の空襲でヨーク
タウンは大破し航行不能となる

ミッドウェー島

1942年6月4日
1030〜1815時までの両軍の動き

第16任務部隊

ミッドウェー島

支援部隊 第1機動部隊攻略部隊

エンタープライズ、ホーネットから発艦し
た急降下爆撃隊は損傷して退避しようとし
ていた三隈を攻撃し、これを撃沈した

最上型重巡洋艦4隻からなる支援部隊
はミッドウェー島砲撃を命じられたが
回頭時に最上と三隈が衝突した

多数の艦上機を失ったアメリカ艦隊は一旦
追撃を断念しミッドウェー島に向かう

三隈沈没

1942年6月4日1700時〜
6月6日24時までの両軍の動き

飛龍
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　ミッドウェー海戦で戦った日米の空母
は7隻、日本海軍が4隻、アメリカ海軍が
3隻である（日本海軍は他に主力部隊に2
隻、別動のアリューシャン作戦に2隻の
空母の出撃させていたが、いずれもミッ
ドウェー海戦には直接戦局に影響せず）。
　それではそれぞれの艦隊について見
てみよう。
　南雲忠一提督率いる第一機動部隊は
第一航空艦隊の2つの航空戦隊を基幹と
していた。南雲提督直率の第一航空戦
隊は「赤城」「加賀」より構成されている。
この両艦はいずれも艦齢が古く就役か
ら15年ほど経過していた。ただこの2艦
は1930年代後半に全面的に改装され、
まったく違う姿に生まれ変わった。
　第二航空戦隊は山口多聞少将が指揮
しており中型空母「飛龍」「蒼龍」よりな
る。こちらの2隻は最初から空母として
設計された艦で船体サイズは小さいも
のの搭載機数は引けをとらなかった。
　日本艦隊の各空母は艦上戦闘機とし

て零戦21型を18機、艦上爆撃機として
九九式艦爆を18機、艦上攻撃機として
九七式艦攻を18機（「加賀」のみ27機）を
搭載していた。合計で225機となる（ほ
かに十三試艦爆2機）。
　迎え撃つアメリカ艦隊は2つの部隊に
分かれていた。レイモンド・A・スプル
ーアンス少将率いる第17任務部隊とフ
ランク・J・フレッチャー少将率いる第
16任務部隊である。
　まずスプルーアンス提督の第17任務
部隊を見てみよう。こちらはヨークタ
ウン級空母の「エンタープライズ」と
「ホーネット」からなる。こちらは4月18
日のドーリットル空襲から帰投した部
隊だった。ただし指揮官がウィリアム・
ハルゼー少将からスプルーアンスに変
わったのは海戦直前であり着任してま
だ2週間しか経過していなかった。
　もうひとつのアメリカ艦隊である第
16任務部隊はフレッチャー提督が指揮
しており「ヨークタウン」を中心として

いた。「ヨークタウン」は5月上旬の珊瑚
海海戦で損傷しており、まだ修理が終
わっていない状態だった。
　アメリカ艦隊の各空母にはF4F戦闘機
が25〜27機、艦上爆撃機SBDが33〜36
機ずつ、艦上雷撃機TBDが12〜15機を
搭載しており艦上機の合計数は224機と
なっていた。日本海軍に比べて雷撃機
が少なく急降下爆撃機が多かった。
　日米の艦隊を見るとほとんど戦力差
はなかったように見える。大戦後期に
なるとレーダーなどの電子装備の有無
が海戦の勝敗を分けたが、この時期は
まだそれほど大きな差とはなっていな
い。日本海軍の強みは艦上機の搭乗員
の練度であり、これは寄せ集めのアメ
リカ艦隊よりもはっきりと勝っていた。
一方でアメリカ側は暗号解読により日
本艦隊の存在を知っていた点が大きい。
日本海軍はアメリカ艦隊の待ち伏せを
予想しておらず、そのことが海戦の帰
趨を決めた。

赤城

ながらくタミヤのキット一択だったが近年、急
速に充実し選択肢が増えたヨークタウン級

ミッドウェー海戦に参加したアメリカ
空母はヨークタウン級が3隻だった。
1/700のヨークタウン級は現在のとこ
ろ5社から発売されている。この5社の
キットの素性についてはP74〜81で詳
しく紹介しているが、ここではこれら
のキットについて簡単に触れておこう。
まずいちばん最初に発売されたのはタ
ミヤのウォーターラインシリーズのキ
ットである。1974年に「ホーネット」
「エンタープライズ」の順番で発売され
た。2012年に「ヨークタウン」も発売
されたが、こちらも「ホーネット」「エ
ンタープライズ」とほぼ同じ内容だっ
た。実艦と比較すると船体、艦橋とも
かなり幅が狭い印象だ。
ピットロードの「ホーネット」は
2006年初版発売。現在のような艦船
模型細密化の少し前の内容だが、細部
のディテールはかなり細かい。
トランペッター、童友社、モンモデル
のキットはいずれも2015年以降に発
売されたもので、近年の艦船キット細
密化の流れの中で発売された最新キッ
トであるといえる。

トランペッターのキットは「ヨークタウ
ン」が2017年、「エンタープライズ」
が2018年の発売となる。エッチングパ
ーツが同梱されており艦橋構造物やクレ
ーンを細密に仕上げることができる。
童友社の「エンタープライズ」もトラ
ンペッターのキットとほぼ同時期で
2018年に発売されている。プロポー
ションも良好でトランペッター製キッ
トと甲乙つけがたい内容だ。
いちばん新しいキットはモンモデルの
「エンタープライズ」でこちらは2021
年に発売されたキット。接着剤不要、
塗装不要のキット構成でフジミの艦
NEXTシリーズ海外艦版といった趣き
の内容だ。機銃などの細部のディテー
ルは大味で舷側などのモールドなどは
かなり強めだが、プロポーションは整
っておりアフターパーツで補えば見違
えるような内容となる。
インジェクションプラスチックキット
以外では本書の作例（P47〜49）で
紹介したトムスモデルワークスのキッ
トはプロポーション、細密感を兼ね備
えた内容。入手難なのが惜しまれる。

日本海軍の空母のキットが現在のよう
に精密で作りやすいものになったのは
ここ10年のキットの進化による。
ここでは南雲艦隊の4隻の空母につい
て詳しく見てみよう。
まず艦隊旗艦でもある「赤城」だがこ
ちらは3つのキットが発売されている。
もっとも古いキットがフジミ特シリー
ズの「赤城」で2010年に発売された
ものとなる。フジミ特シリーズが細密
キットとなり始めた初期のもので現在
の目から見てもかなりディテールは精
巧だ。ただ細密な分、組み立て難易度
は高めで初心者モデラーにはやや難し
いという面があった。これに続いて発
売されたのはハセガワのウォーターラ
インシリーズの「赤城」でこちらは
2014年に発売されたキット。1/350
で培われた新考証、細密感と組み立て
やすさにも配慮した内容である。もっ
とも新しいキットはフジミが2016年
に発売した艦NEXTシリーズのキット。
塗装不要、接着剤不要で初心者キット
かと思いきや細密感もありベテランモ
デラーでも楽しめる内容だ。

ハセガワの「加賀」は正規空母の中で
唯一リニューアルされていないキット
で初版発売は1971年という古いもの。
発売当時は非常に優れた内容だったが、
現在の目で見ると実艦と異なる部分も
見受けられる。一方のフジミ特シリー
ズの「加賀」は2011年発売で当たり
前かもしれないが最新考証を反映した
ものとなっている。
青島文化教材社の「蒼龍」は2009年
発売でフジミ特シリーズの「蒼龍」は
2013年発売。甲乙つけがたい内容で
好みで選べばいいだろう。青島文化教
材社のほうがやや組み立てやすさに勝
り、フジミ特シリーズのほうがモール
ドがやや繊細だ。
青島文化教材社の「飛龍」は2003年
発売。ウォーターラインシリーズリニ
ューアルの初期のキットだ。作りやす
い内容ではあるが、実艦とはやや異な
るプロポーションの部分があり、こだ
わる場合は修正が必要となる。フジミ
特シリーズの「飛龍」は2011年発売。
先に発売された1/350キットをギュッ
と圧縮したような細密感が売りだ。

ミッドウェー海戦に参加した日本空母は4隻。
1/700キットは9種類発売されている日本 米国

ミッドウェー海戦の空母をいま1/700で作るなら……

加賀

飛龍

蒼龍

ヨークタウン級空母1番艦。珊瑚海海戦での
損傷が癒えぬままミッドウェー海戦に出撃し
た。艦上機は「サラトガ」のものを搭載。

ヨークタウン級2番艦。ヨークタウン級の中
で唯一太平洋戦争を生き延びた。スプルーア
ンス提督座乗の第17任務部隊旗艦。

ヨークタウン級3番艦。太平洋戦争開戦直前に
就役。1942年4月のドーリットル空襲が初陣
でミッドウェー海戦は初の艦隊決戦参加だった

第一航空艦隊の旗艦「赤城」。1938年に大改
装が実施され一段全通式飛行甲板となった。4
空母の中で対空火器はいちばん貧弱だった

「加賀」は日本空母中でもっとも格納庫面積が
広く南雲艦隊の中でも艦上機の搭載数がいち
ばん多かった

「赤城」と並んで左舷に艦橋がある「飛龍」。
世界中を見渡しても艦橋が左舷にあったのは
この2隻しか存在しない

右舷前方に小型艦橋を設置した「蒼龍」。日本海軍正規空母の原型となった。
手頃な使いやすいサイズの中型空母で「飛龍」、雲龍型へと進化していった

ホーネット

ヨークタウン

エンタープライズ

無敵南雲機動部隊の精鋭4空母
vsアメリカ迎撃部隊の3空母

無敵南雲機動部隊の精鋭4空母
vsアメリカ迎撃部隊の3空母

無敵南雲機動部隊の精鋭4空母
vsアメリカ迎撃部隊の3空母

無敵南雲機動部隊の精鋭4空母
vsアメリカ迎撃部隊の3空母
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船体／格納庫甲板を強度甲板とした船首楼型で両舷前後
にある⑦高角砲座の張り出しは半円形。格納庫甲板と船
首楼甲板の直ぐ下側面には舷外電路が設置してあり、前
半が2本後半が4本の電線を這わせてある。格納庫最前部
の開口には横向きの⑧格納庫カタパルトが1基設置され

ている。⑨艦尾後端にはエリコンを2基増備。
飛行甲板／ほぼ長方形で先端部が波浪対策で⑩台形状に
幅が詰められている。アイランドがある中央部は有効幅
確保のため左舷側へオーバーハングさせ拡幅。エレベー
ターは同寸で3基設置。艦首部に2基カタパルトを設置（性
能不足で使用実績がほぼ無い）。⑪四隅のポケットにブロ
ーニング機銃を装備。甲板ラインは2本の実線。飛行甲
板脇の機銃は左舷側がエリコンに換装、右舷側は竣工直

後装備の⑫ブローニングのままとされた。アイランド右
舷側の⑬艦載艇用クレーンは撤去済みでその跡前寄りに
エリコン機銃を増備。アイランド前後の28mm4連装機
銃（シカゴオルガン）は2基ずつ前後均等配置。
艦橋／羅針艦橋は変形6角形で天蓋には測距儀を装備。
幾分大振りの三脚楼上に測的所、その天蓋には対空レー
ダーとトップマストを設置。信号旗甲板には6基程度当
初からのブローニングが残された。

船体／「ヨークタウン」とほぼ同じで大きな違いは見当
たらない。ただ、オーバーホール時の機銃増備について
は資料に乏しく詳細は不明だが、格納庫甲板の外舷寄り
にある程度増備されたと思われる。他にはライフラフト
の設置場所に各艦違いが見受けられる。

飛行甲板／平面形及び航空艤装については「ヨークタウ
ン」と違いはないが、後端隅のポケットは撤去され新た
に④エリコン銃座が設置されている。甲板ラインは前半
3列、後半2列で間隔が広めで短い破線が引かれているが、
中部エレベーター付近は不規則となっている。甲板脇の
機銃は両舷とも⑤エリコン各10基に換装された。アイラ
ンド右舷側の⑥艦載艇用クレーンは理由は不明だが唯一
残されており、旧艦載艇デッキの後ろ寄りにエリコンが

多数増備された。アイランド前後のシカゴオルガンはブ
ルワーク形状に違いはあるが2基ずつ前後均等配置され
ている。
艦橋／構造上の違いとしてクレーンの基部付近から下部
艦橋へ上がる回廊が左舷側まで延長設置されているが、
これは羅針艦橋前のオープンデッキの代わりなのだろう
か。装備では対空レーダーが量産型になった他、信号旗
甲板の機銃が4基程度のエリコンに更新されている。

船体／基本形に違いは無いが、船体は消磁処理済みで舷
外電路は無い。⑦高角砲座の張り出しは台形。格納庫カ
タパルトは設置されたが太平洋回航前に撤去された。
飛行甲板／寸法及び航空艤装等３艦とも違いは無いが、
艦首側波浪対策による幅の詰め方が⑧凸型となっている。

艦尾側は竣工時より延長されており、後端はギャラーリ
ーデッキの高さ分緩やかなカーブで下がっている。四隅
にポケットは設置されておらず後端のスロープ両端に⑨
エリコン銃座が設置された。甲板ラインは東京空襲時の2
本線から通常へ引き直されたが、断片的な写真から細く
長目の破線が見られたがレイアウトの特定には至らない。
武装レイアウト／おおむね「エンタープライズ」と同じ
だが、アイランド後端の⑩3番シカゴオルガンが左舷側へ

の射界の確保ができないため、後方のエリコン機銃群直
前へ移された。その際⑪四角い台座は残された。
艦橋／ラウンド型の羅針艦橋に合わせ一段下の回廊は角
が丸い大振りな物となっている。その直前には独立した
⑫円筒に射撃指揮装置が設置された。⑬信号灯は三脚楼
基部に設置され、煙突両側面の⑭探照灯は太平洋回航時
には1基となっている。⑮艦載艇用クレーンは「ヨークタ
ウン」と同様に撤去されエリコンが増備された。

◀「エンタープライズ」とほぼ共通だが細かな
違いが見られる。左の画像から分かる識別点を
上げてみよう。装備品では①対空レーダーが試
作型のCXAM、②高角指揮装置がMk.33、③
煙突両側面の探照灯は2基。構造物では④信号
旗甲板後部にハウスは無く、⑤煙突前面に開口
部が有る。三脚楼から煙突開口部に渡り通路そ
の先煙突側面に信号灯有り。⑥羅針艦橋前面に
オープンデッキ（露天艦橋？）有り。

◀「ヨークタウン」と共通点も含め違いを紹介
しよう。高角指揮装置、煙突両側面の探照灯、
煙突前寄りの信号灯、羅針艦橋の平面形、煙突
前面の開口部有りは共通。相違点としては羅針
艦橋前にオープンデッキが無く、羅針艦橋の一
段下の①通路が左舷側まで延長されている。信
号旗甲板左舷後部通路に②ハウス有り。③対空
レーダーは量産型のCXAM-1。

◀アイランドの基本構造は3艦ともほぼ同じある
が、羅針艦橋は同世代の巡洋艦と同様に①丸窓
ラウンド型が採用された。煙突前面に②開口部
が無くなり後部左舷側通路の③ハウスも設置さ
れていない。羅針艦橋左脇の④航空指揮所の平
面形が他艦と異なる。三脚楼及び測的所は幾分
コンパクトになり、天面の⑤対空レーダーは最
新式のSCが採用され、それに合わせ⑥高角指揮
装置もMk4レーダー付のMk.37が装備された。

ヨークタウン級どこが違う？ ヨークタウン級は3隻建造されたが、最初に建造された「ヨークタウン」「エン
タープライズ」はほぼ同じ設計だったが、のちに追加建造された「ホーネット」
では細部が異なる。ここでは3艦の相違点について解説しよう

①

②

③ ④

⑤

⑥

④ ⑤ ⑥

①

⑤

⑨

⑦

⑩

⑪

⑧

「ヨークタウン」と「エンタープライズ」は同じニュー
ポート・ニューズ造船所で建造しているのでほとんど相
違点が無く、竣工当時「ヨークタウン」はアイランドに
大きくＹを描いて識別点としていた。その後、第2次大
戦が始まる頃には幾らか相違点が見られるようになった。
ミッドウェー海戦当時の武装や装備品については資料に
乏しく画像判断になるが、羅針艦橋前にオープンデッキ
を追加、アイランド右舷側の艦載艇用クレーンが撤去さ
れた事、飛行甲板脇右舷側の機銃は概ねブローニング
12.7mmが残された事などが見受けられる。迷彩につ
いては当初大西洋艦隊所属であったため、太平洋へ回航
後も標準のMs.12を纏っており3色水平基調の塗り分け
であった。珊瑚海の損傷修理の折、格納庫甲板外舷に機
銃が増設された様だが詳細な資料が見当たらない。

USS Yorktown, 
CV-5 ヨークタウン

「エンタープライズ」は当初より太平洋艦隊所属で開戦
直後から出撃を繰り返していたため、1942年3月のオー
バーホールまで武装の更新はされなかった。その際にエ
リコン20mm機銃を装備したとされるがブローニング
12.7mm機銃も相当数残された。他にもアイランド外
舷の艦載艇用クレーンが残されたり、煙突両舷の探照灯
が中型の２基だったりと「ホーネット」の様な大規模な
改修はなされていない。対空レーダーは「ヨークタウン」
の試作型CXAMと異なり量産型のCXAM-1を装備して
いた。「ヨークタウン」と同じく竣工時より全長が伸び
ているので、「ホーネット」と同様に飛行甲板が後方へ
延長されていたと思われる。迷彩については開戦時は
Ms.1を纏っていたが、オーバーホールの際、既に施行
されている新しい太平洋艦隊用のMs.11へ塗り替えが
行われたと推測できる。

USS Enterprise, 
CV-6 エンタープライズ

「ホーネット」は「エンタープライズ」建造から5年後に
追加建造されたが、機関などの新技術は予算削減と工期
短縮の必要から見送られた。「ヨークタウン」の予備プ
ラントが使われたため、年式的には不満の残る結果とな
った。装備関連では新式のSCレーダー、Mk.4レーダー
付Mk.37高角指揮装置が太平洋回航前にそれぞれ装備
された。他の２艦とは外観上の違いも複数箇所見受けら
れる。飛行甲板前端の絞り込みは台型ではなく凸型であ
り、羅針艦橋が丸窓のラウンド型、煙突前面の開口部は
設けられなかった。アイランド外舷の艦載艇用クレーン
は艦載艇を降ろしてエリコン20mm機銃としたため撤
去された。武装ではエリコン20mmとブローニング
12.7mm機銃が混載で、アイランド後端の3番28mm4
連装機銃が射界確保のため右舷側後方へ移設されている。
迷彩は竣工時Ms.12であったが、太平洋回航に合わせ有
名な滲み迷彩のMs.12modへ塗り替えられている。

USS Hornet, 
CV-8 ホーネット

同じようで結構違う、艦ごとの相違点を解説
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⑮

⑬
⑫
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キットガイド

　大改装後の「赤城」は一般艤装図が存在
することもあり、初期のWLシリーズやニ
チモ1/500シリーズなどですでにプロポー
ションに優れたキットが開発されてきた。
そして2008年にはハセガワが1/350の超精
密なキットを発売した。「赤城」のように
構造が複雑な軍艦は大きなスケールでこそ
きちんとディテールが再現できる。ハセガ

ワ1/350は精密表現にうってつけで、一気
に「赤城」人気が高まった。これを受けフ
ジミが1/700で「赤城」の細密表現を世に
問うたのが特シリーズのこのキットであ
る。湾曲煙突、舷側部の細かな艤装、甲板
が二重になった飛行甲板延長部、飛行甲板
裏のハンギングレールなど、こだわりの細
密造形が随所に見られる。細密表現ゆえパ
ーツは小さなものも多く、組立ての段取り
をうまくしないと作りづらい箇所もある。
また「赤城」は複雑な船体形状をしている

が、その形状を再現するためにパーツ分割
がかなりよく検討されている。同時に、実
艦に合わせて微妙な組みつけになっている
箇所があって、例えば格納庫と飛行甲板を
組む際などは貼りつけたとき隙間ができな
いように気をつかいながら丁寧に組み立て
ていくようにしたい。
　修正点としては、飛行甲板上の隠顕式2番
探照燈の位置が外舷側にややずれていること
と、左舷側の高角砲指揮所が実艦では露天で
ある点などが挙げられる。

ポイントに手を入れると
細密ディテールがさらに活きる

　1971年に発売されたシリーズ初代の「赤城」
は実艦のイメージを的確にとらえた傑作キッ
トで、艦船専門誌の『世界の艦船』にも取り
上げられたほどだった。実艦の細かいディテ
ールをほどよく省略し、またパーツが小さく
なりすぎないように配慮して組み立てやすく
設計されていた。そのため、初心者でも容易
に組み上げることができたのだった。その一

方で、ディテールを追究するモデラーにはも
の足りないところもあった。その端的な箇所
が飛行甲板の木甲板モールドがなかったこと
だろう。WLシリーズのリニューアルが始ま
った後も、ファンの要望が高まるのを聞きな
がらハセガワは「赤城」のリニューアルをな
かなか発表しなかった。そして2008年に思
いもかけず、ディテールを究極まで表現した
1/350のシリーズの「赤城」を1/700より先に
リリースして、われわれ艦船ファンにハセガ
ワの実力を披歴したが、1/350とこの1/700で

は表現の質に差がある。ハセガワは、実艦を
正確に表現するのは1/350のフルハルモデル
で、1/700のWLシリーズでは適度にディテー
ルを省略することでプロポーションをきれい
に見せる、と趣向により表現方法を分けて開
発することにしたのかもしれない。その判断
は的確だったと思う。2014年に発売されたこ
のリニューアル版2代目「赤城」はディテール
バランスのとれた素晴らしい洋上模型キット
であり、フジミ特シリーズ版と甲乙つけがた
い秀作といえる。

1/350とは趣向が異なる
好バランスの秀作キット

赤城 バリエーション展開でのパーツ共用を想定しない細密ディテール再現がフジミ
特シリーズの真骨頂。この赤城でも存分に細密再現がなされている

特シリーズの本領を発揮した
細密ディテール再現の1/700 赤城

フジミ

フジミ 2010年発売
特シリーズ 

航空母艦 赤城
ハセガワ 2014年発売
ウォーターライン 

航空母艦 赤城

飛行甲板の板目表現がきわめて秀逸。板目を凹モール
ドにするとくどくなりがちだが、フジミの特シリーズ
空母は繊細な造形がピカイチである。「赤城」は大改
装の際、艦尾飛行甲板の下り傾斜を緩和するために旧
甲板の上に新たに新甲板を貼りつけた構造になってい

る。この二重になった飛行甲板は裏側から旧甲板を貼
り足すスタイルで、横から見るとやや太めだがよく雰
囲気が出ている。一部にややオーバースケールな箇所
も見受けられ、心持ちバルジが太い気もするが、全体
のプロポーションは整っていて美しい

飛行甲板の板目はくっきりとした凹モールドで表現さ
れている。メリハリの利いた表現をすることで塗装した
ときには映えるだろう。艦首部のフレアや舷側吃水附近
に顔を出している大型のバルジなどを含む船体形状の
把握がすばらしく、「赤城」特有のスタイルをきちんと

とらえてある。また、初代の組み立てやすさはちゃんと
引き継いでいて、格納庫を含む船体の基本形があっとい
うまに組み上がるよう設計されている。艦尾は端艇と水
上機の収用が行なわれる場所で、狭い空間を合理的に使
っていることがパーツ分割からも理解できるつくりだ

製作／小中祐希

艦橋は手際のよい省略で、実艦のイメージをよ
くとらえている。上空直衛所のブルワークはも
う少し高くしたい気がするのと、省略されてい
る発着艦指揮所附近のディテールを追加すると
より実艦らしさが出せるだろう。信号檣の脚元
に┗┛形に造形してあるのは信号旗掛だが、高
さが低いのでこれもやや高くしたいところ

艦橋は6つのパーツで概形が出来上がり、「赤城」
の艦橋がもつ力強い基本形がよくとらえられて
いる。飛行甲板は大きなパーツのわりに薄い造
形で、エレベーターは固定表現である。甲板の
裏側にはガーダーとビームがきちんとモールド
されているが、スケールでのバランスを考えく
どくならないような表現をとっている

2010 赤城 初代の発売から40年以上を経て2014年にファン念願のリニューアルを果たしたウ
ォーターラインシリーズの赤城。1/350の経験を活かした秀作キットとなっている

ウォーターラインシリーズファンが
待ち望んだ二代目1/700 赤城

ハセガワ

製作／田中敦

2014
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図面

利根 昭和17年
主砲を全て艦首側に集められ、艦尾側に飛行機作業および飛行機の露天駐機場を配置した。従来の重
巡洋艦は砲撃のブラスト(衝撃)により戦闘時は飛行機の運用がほとんど不可能となる。戦闘中にも偵
察機の運用が可能にできる配置となった。開戦時に防空指揮所が設置されているが後年のようなブル
ーワークや遮風装置は無く双眼鏡のみ設置されたようだ。昭和17年5月の写真では遮風装置は見られ
ない。この天蓋後部から前檣の方位測定室への渡しが確認できる。写真から艦橋両舷の94式高射装
置付近に兵委員室の設置が確認できるが艦橋前のダクト間にある兵委員室は設置されていない事がわ
かる。艦橋トップの主砲射撃方位盤と前檣トップは白色に塗装されている。

第八戦隊

長良 昭和17年
第十戦隊

「北上」の公式図を基にネイビーヤード誌に連載された「やっぱり軽巡が作りたい!」に掲載された畑
中省吾氏の「鬼怒」「長良」の艦型図を参考にした。フレームスペースによる構造物の配置等を把握
して図にしている。昭和17年時春、艦橋前の13mm4連装機銃は連装に換装された。「長良」におい
て特徴とされるのは敷物であるリノリウム押さえの状態だ。リノリウムは従来、船体の前後方向に対
して横方向に敷きつめるとされていた。しかし、写真で調査してみると一部の艦船に縦方向に敷きつ
められている艦が確認されている。佐世保工廠での建造艦に見られるようだ。「由良」の写真で縦方
向のリノリウム押さえが確認された。同じ工廠の「長良」も同様とした。

陽炎型 昭和17年
第十戦隊

軍縮条約明け後の大型駆逐艦で甲型駆逐艦と称された「陽炎型」は昭和17年時では最新艦である。
兵装は12.7cm連装砲C型3基、61cm魚雷4連装発射管2基、竣工当時より25mm連装機銃2基が
搭載された。爆雷は九四式爆雷投射機1基、投下台6基となる。駆逐艦の舷外電路の引き回しパター
ンは各艦異なっている。工廠の違いで異なるようだ。図示した引き回しパターンは「磯風」がこれ

に属する。また、カバー付(不知火)やカバー無し(磯風)の艦が存在するが詳細は不明。ミッドウェー
海戦では夕雲型と第10駆逐隊に配属されている「秋雲」だが戦後しばらくの間「秋雲」は艦名から
か夕雲型と誤解されていた。1990年代に「秋雲」は陽炎型の駆逐艦ということがわかった。

夕雲型 昭和17年
第十戦隊

「陽炎型」の改良型である「夕雲型」は同様に甲型駆逐艦と称される。外観的には「陽炎型」と殆ど
差違はない。「陽炎型」との違いは、艦橋の大きさが前後に対し1フレーム分長くなり、1番主砲塔が
後方に移動している。また船体艦尾が延長され全長が0.5m長くなった。兵装は「陽炎型」と同じ、
12.7cm連装砲D型3基、61cm魚雷4連装発射管2基、25mm連装機銃2基、九四式爆雷投射機1基、

投下台6基が搭載された。「陽炎型」の12.7cm連装砲C型に対しD型は最大仰角を75°まで引き上
げ高角化とした。舷外電路の引き回しパターンは「陽炎型」同様に各艦で異なる。図は「夕雲」と
している。図は昭和16年出図の「夕雲」公式図の一般艤装図(完成図)を基している


